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トゴール鉱泥浴時の健常人皮膚温の変化
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Summary

In this study,10 healthy students were subjected to experiments. They bathed in plain hot

spring water and hot spring water with 2%Togol mud at 39℃ for 10 min at an interval of

1 week. No difference in the change rates of pulse rate and blood pressure was observed 

between the two types of bathing. Forehead and oral temperatures decreased slightly after 

bathing in plain hot spring water. However, after bathing in hot spring water with Togol mud, 

the forehead temperature tended to be higher than that before bathing while the oral tempera-

ture increased significantly after bathing. Skin surface temperatures on the chest wall, left 

instep, and right forearm increased significantly after both types of bathing. Changes in the 

skin temperature after bathing in hot spring water with Togol mud tended to be greater than 

those after bathing in plain hot spring water. Eight out of 10 students felt warmer after bathing 

in hot spring water with Togol mud. These findings suggest that bathing in hot spring water
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With Togol mud is useful for medical care.
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Ⅰ 緒言

入浴時 の保温効果 を高め る目的で種 々の

入浴剤が家庭で も用い られているが,い わ

ゆ る鉱泥浴 は家庭 よ りは病 院な どで関節痛

な どの治療 目的で施行 され るこ とが大部分

である。 トゴール は新潟県栃尾又温泉付近

に産 出され る鉱 物であ り,摺 りつぶ して500

メ ッシュ程 に加工 して泥状 に した ものが使

用 され る。濃度6%の トゴール鉱泥浴 を,

42℃ で一 日10分 間,6日 間連続 して関節痛

を有す る患者群 に行 うと,自 覚的 に保温 効

果が増 し疼 痛が軽減 して くると報告 されて

いる1)。今回 は トゴール鉱泥浴(温 泉水 に溶

解)時 の皮膚温,血 圧,脈 拍の変化 を健 常

人で実際 に測定 して,温 泉水浴での変化 と

比較 して検 討 した。

Ⅱ 方法

1.材 料

トゴール500メ ッシュ粉末 は株 式会 社 リ

モデ リング21よ り入手 し,119×50×80cmの

浴槽 に満 た した温泉水 中に10kg溶 存 させ て

約2%の 濃 度 とした。浴温 を一定に保つ 目

的で,ス テ ンレス性のパ イプ を螺旋状 に加

工 し,浴 槽に沈 めて中に高温水 を通過 させ

ヒーター と して用 いた。

2.対 象 お よび測定項 目

20～21歳 の健康男子大学生(身 長173.7±

1.0(mean±SEM)cm,体 重67.4±2.6kg)

10名 を対象 とした。1週 間以上 の間隔 をお

いて,室 温約27℃ にて5分 間の椅子上安静

の後,温 泉水(Na2SO4-NaCl泉)と2%ト

ゴール含有温泉水 を用いた全 身浴 を,水 温

39℃ で10分 間軽 く膝 を曲げた座位で行 い,

出浴後身体 を洗わず,水 滴 を乾燥 した タオ

ル で吸着 させ,そ の まま椅子上で安静 を保

った。測定項 自は,入 浴 開始前5分 か ら出

浴後30分 まで①前額 部② 口腔③前胸部④左

足 背⑤右前腕屈側 の5カ 所 の体温 をサー ミ

スター(Hybrid recorder 8H,日 本電気三

栄)に て1分 毎 に計測 し,同 時 に脈拍数 と

血圧 もダイナマ ップ(電 子 自動血圧測定装

置,ジ ョンソンエ ン ドジョンソン株式会社)

を用 いて記録 した。得 られた結果 は測定開

始時 のデー ター を基準値(0)と してそ こ

か らの変化分 で表 した。

3.自 覚症状 に関す るア ンケー ト

温泉水浴 と比較 して①温 ま りやす さ②温

か さの持続時間③肌触 り④臭 い⑤ 発汗量⑥

疲労感 などを,1.大 変悪 い,2.悪 い,

3.同 じ,4.良 い,5.大 変良いの5段

階で評価 した。

Ⅲ 結果

1.脈 拍お よび血圧

1)脈 拍

脈 拍は入浴 開始直後 よ り両者 とも増加 し,
一度減少 した後再度増加 し始 め ,出 浴1分

後 に入浴 開始前値(0分)に 比 して約15拍/

分の増加 を示 し(ト ゴール浴:P<0.05,温

泉水浴:P<0.01),そ の後 入浴 前値 に回復

した。両者 で脈拍数の差 は認め られなかっ

た(Fig. 1)。

2)血 圧

収縮期血圧 は トゴール浴 で入浴直後軽度

(平均8mmHg,有 意 ではない,温 泉水浴 と

の差 も有意で ない)上 昇 したがす ぐに入浴

前値 に回復 し,温 泉水浴 との差が な くなっ

た。 また両者 とも出浴後徐 々に血圧の低 下

傾 向 を示 した。拡張期血圧 は両者 とも,入

浴 中軽度(平 均8mmHg,ト ゴール浴:P<

0.01,温 泉水浴:P<0.05)の 低 下 を示 し,
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出浴30分 後 も有 意 に低 値 を持 続 して い た

(Fig. 2)。

2.体 温

1)前 額部温(Fig. 3)

トゴール浴 に より前額 部温 は入浴前値 に

比べ て有意 で はないが最 高で約0.5℃ 上 昇

し,出 浴後10分 で ほぼ入浴前値 まで低 下 し

た。温泉水浴 では逆 に約0.3℃ 低下 し,一 時

的に入浴前値 に回復 したが出浴後再 び低 下

し,30分 後 に入浴前値 に戻 ってお り,明 ら

かに トゴール浴 で温 泉水浴 よ りも高値 を示

した。

2)口 腔温(Fig. 4)

トゴール浴で は浴 中 に上昇 して きた 口腔

温が 出浴後8分 で入浴前値 に比 して1℃ 高

値 とな り(P<0.0001),出 浴後30分 で もほ

ぼ同様の温 度 を持続 した。一方,温 泉水浴

では殆 ど口腔温 に変化 を認 めず,ト ゴール

浴の方か明 らかに高値 であった。

3)前 胸部温(Fig. 5)

入浴 によ り両者 とも入浴前値 より頂値で

トゴール浴 は約3.4℃,温 泉水浴 は約2.8℃

の 皮 膚 温 上 昇 を 認 め(両 者 と もP<

0.0001),ト ゴール浴の方が その傾向が強か

った(有 意 ではない)。 出浴 とともに両者 と

も速やかに皮膚温 は低 下 し,ト ゴール浴で

はかえって入浴前値 よ りも1.5℃ 低 下 し,温

泉水浴 よりも有意 に低 くなったが徐 々 に入

浴前値 に回復 した。

4)左 足背部温(Fig. 6)

この部位の皮膚温の変化 は最 も著 しく,

頂値 で トゴール浴 は約7.9℃,温 泉 水浴 で も

6.8℃ と入浴前値 よ りも有意(P<0.0001)

に上昇 し,ト ゴール浴 で高値 の傾 向にあっ

た(有 意で はない)。 出浴後皮膚温 は速や か

に下降 したが,30分 後 まで入浴前値 よりも

有意 に2～3℃ の高値 を持続 した。

5)右 前腕 屈側部温(Fig. 7)

皮膚温 は入浴前値 よ りも トゴール浴 で頂

値 が約4.6℃(P<0.0001),温 泉水 浴 で約

3.6℃(P<0.0001)上 昇 したが,入 浴4分

後 に は 前 者 の 方 が有 意 に高 値 にな っ た

(P<0.05)。 出浴後速 やか に皮膚温 は下降

したが,30分 後 で も入浴前値 よ り約0.5℃ ほ

ど高め を持続 した。 この傾 向は トゴール浴

で強か った。

3.自 覚症状(Table 1)

トゴール浴 の効果 で最 も著明で あったの

は 「温 まりやす さ」 であ り,温 泉水浴 に比

べ て10名 中8名 において より「良い」か 「大

変良 い」 とい う結果で あった。 しか しなが

ら1名 は 「悪い」と回答 した。「温か さの持

続時間」 は6名 にお いて トゴール浴 の方が

「良 い」か 「大 変良い」で あったが,1名 は

かえって トゴール浴の方が 「悪い」 と感 じ

ていた。「肌触 り」 に関 しては 「大変悪 い」

か ら 「大変良い」 まで広 く分布 していたが,

平均 す ると温泉水浴 と 「同 じ」 であった。

「臭 い」は トゴール浴 の方 が「良 い」,「悪 い」

と答 えた者 がそれぞれ1名 ずつ いたが,他

は両者の間に差 を感 じなかった。発汗量 は

トゴール浴 において6名 が 「良 い」 または

「大 変良い」と感 じたが,2名 は 「悪い」と

答 えていた。 「疲労感」につ いて は7名 は両

者 に差 を感 じなか ったが,3名 が トゴール

浴 において 「良い(疲 労感 が少 ない)」 と回

答 した。

Ⅳ 考察

42℃10分 間の入浴 では脈 拍,血 圧 ともに

上昇が著 しいが,39℃ 程度 では変化が比較

的少 ない ことが知 られ てい る2)。今 回の実

験で は,収 縮期血圧 が トゴール浴 において

のみ に有意ではないが一 過性 に上昇 してい

たが,温 泉水浴 との有意 の変化 はな く,ま

た拡 張期 血圧,脈 拍 の変化 は軽度で あ り温

泉水浴 との差 は認 め られず,循 環系への負

担 は温泉水浴 と同等 であ ると思 われ た。

皮膚温 は空気 中で測定 した前額温 と口腔

温 において,温 泉水浴で は変化が軽度で,

しか も入浴前値 よりも低 下傾向 にあ るの に

対 して,ト ゴール浴で は速やか に温 度が上
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昇 し,出 浴後 も高値 を保 って いることか ら,

「温 ま りや す さ」 と 「保温持 続時間」が トゴ
ール浴 です ぐれてい るこ とか示唆 された。

水 中で測定 した前胸部,足 背,前 腕 内側部

の皮膚温 はいずれ の入浴で も有 意に上昇 し

ていたが,ト ゴール浴 で上昇幅が大 きい傾

向にあ り(右 前腕部 で入浴4分 後 は有意 に

高値),皮 膚温上昇作用が よ り強い可能性が

あ る。前胸部で測定 した皮膚温 が出浴後,

トゴール浴 でか えって入浴前値 よ りも低下

したこ とは,出 浴後 に身体 を洗 わなかった

ため,皮 膚表面 に残存 していた鉱泥が冷 え

たため に熱 を奪 って皮膚温 の低下 を もた ら

した もの と思われ る。前腕や足背 には鉱 泥

が それ ほど付着 して いなかったので奪熱 が

生 じなか ったので あろう。

次 にア ンケー ト調査 の結果 であるが,ト

ゴール浴 は全体 的 にみて温泉水浴 と同等か

それ以上 の効能が ある と考 え られ る。 しか

しなが ら個 人 の 嗜 好 に よって は,「 肌 触

り」,「臭い」,「見 た 目」な どで不快 を感 じ

ることが あ り,入 浴 前に効能 などの十分 な

説明が必要であ ると思 われる。発汗量が ト

ゴール浴 の方が多か った と答 えた者 が10名

中6名 いたが,2名 は温泉水浴の方が多い

と答 えてお り,ま た,浴 前後で体 重の変化

は認め られなかったので詳細 は不明であ る。

今 回の鉱泥浴 で得 られた入浴効果 は,ト

ゴール浴 に特異的 なこ となのか,他 の鉱泥

浴で も同様 に認 め られ る ものなのかは不明

で ある。 また,ト ゴール を溶存 させ た とき

の温 泉水 中の成分の変化 も知 られていない。

したがって,鉱 泥が皮膚表面 を被 うこ とに

よる直接 的な加温 ・保温効果 と鉱泥 の含有

成分 が皮膚 か ら吸収 されて作 用 しているの

か は明 らかではない。今後作用機序 に関す

る検 討が必要 である と思われ る。

Ⅴ 結論

温泉水 に トゴール を溶存 させ て行 う トゴ

ール浴 は,温 泉水浴 と比較 して血圧,脈 拍

の反応 には相 違 を認めず,口 腔温,皮 膚温

な どが温泉水浴 よ りも上昇 してお り,温 熱

治療 に有効で あると思 われ る。
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